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世界銀行の概要 

 国連専門機関の1つ 

 本部：ワシントンDC。100か国以上に現地事務所 

 設立： 1945年１２月。 ニューハンプシャー州 ブレトンウッズ
で設立合意（1944年７月）。 
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成り立ち 

第二次世界大戦末期の1944年、米国

ニューハンプシャー州ブレトンウッズに連
合国代表が集まり、戦後の世界経済の
安定と復興について協議が行われた。こ
の時、国際復興開発銀行（IBRD）と国際
通貨基金（IMF）を創設する協定が起草さ
れ、これらの協定は45年に発効し、世界
銀行とIMFが設立された。 



調印日 対象事業 調印日 対象事業 

10/15/1953 関西電力多奈川火力二基 9/10/1958 日本鋼管（２次）水江工場60トン転炉 

10/15/1953 九州電力刈田火力一基 2/17/1959 電源開発御母衣水力発電 

10/15/1953 中部電力四日市火力一基 11/12/1959 富士製鉄広畑工場1,500トン高炉一基転炉分塊 

10/25/1955 八幡製鉄厚板圧延設備 11/12/1959 八幡製鉄（2次）戸畑工場1,500トン高炉二基 

2/21/1956 日本鋼管継ぎ目なし中継管製造整備 3/17/1960 日本道路公団尼崎―栗東間高速道路 

トヨタ自動車挙母工場  トラック・バス用工作機械 12/20/1960 川崎製鉄（３次）千葉工場厚板工場新設 

石川島重工東京工場  船舶用タービン製造設備 12/20/1960 住友金属（２次和歌山工場コンバインドミル 

三菱造船長崎造船所  ディーゼルエンジン製造設備 3/16/1961 九州電力（２次）新小倉火力 

12/19/1956 川崎製鉄千葉工場  ホット及びコールドストリップミル 5/2/1961 日本国有鉄道東海道新幹線 

12/19/1956 農地開発機械公団上北根川地区開墾事業、 11/29/1961 日本道路公団（２次）一宮―栗東、 

篠津泥炭地区開墾事業、乳牛輸入分など 尼崎―西宮間高速道路 

8/9/1957 愛知用水公団愛知用水事業分 9/27/1963 日本道路公団（３次）東京―静岡間高速道路 

1/29/1958 川崎製鉄（２次）千葉工場1,000トン高炉及びコークス炉 4/22/1964 日本道路公団（４次）豊川―小牧間高速道路 

6/13/1958 関西電力（２次）黒部第四水力発電 12/23/1964 首都高速道路公団羽田―横浜間高速道路 

6/27/1958 北陸電力有峰水力発電 1/13/1965 電源開発（株）九頭竜川水至長野及び湯上発電所建設 

7/11/1958 住友金属和歌山工場1,000トン高炉、製鋼分塊設備 5/26/1965 日本道路公団（５次）静岡―豊川間高速道路 

8/18/1958 神戸製鋼灘浜工場800トン高炉、脇浜工場製鋼 9/10/1965 阪神高速道路公団神戸市高速道路１号 

9/10/1958 中部電力（２次）畑薙第一、第二水力発電 7/29/1966 日本道路公団（６次）東京―静岡間高速道路 
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日本における世銀プロジェクト一覧 
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変わりゆく 
開発の展望 

世界経済におけるシフト 
 
 
 

変化する貧困と繁栄の現実 
 
 
 
 

国際的に 

ネットワーク化された世界 
 

 

 

気候変動の課題 
 

 

 

 

地球規模のリスクと変動性 

 

 

 

 

 中所得国(MICs)の経済大国とし
ての台頭 

 途上国における民間セクターの
成長 

 民間資本の流れが、ODAによる
開発金融をしのぐ 

 通信接続性の著しい向上 （イン
ターネット、携帯電話など） 

 向上した接続性が、貿易、ビジネ
ス、金融市場などの性質を変化さ
せている 

 貧困削減目標およびこれまでの開
発成果に対する脅威 

 これからの世界の開発の方向性を
形付ける 

 過度に貧困層におよぶ負の影響  

 

 経済、環境、社会的および政治
的リスクの広範囲におよぶ影響
の潜在性 

 自然災害および天然資源の不足 

 政治・社会不安による開発の頓
挫 

 極度の貧困削減の進捗のばらつき 

 脆弱な国々における極度の貧困層
率の増加 

 不平等の高まり 
 繁栄の共有の進捗におけるばらつき 

世界的な潮流は、世界銀行グループの新戦略の 
必要性を浮き彫りにしている 



 ２０１３年10月、世界銀行グループ一丸となって取り組むための新戦略
を発表： One World Bank Group 

 借入国の目標達成に世界銀行グループ一丸となって助言：           
     ソリューション・バンク 

 様々な開発パートナーと、プロジェクトの初期段階から積極的に協力 
 
 

 2030年までに 

極度の貧困を撲滅 
ｘ 

$1.25/day 以下で暮らす人の 

割合を３％までに低減する 

 

世界銀行グループの新戦略  
  

繁栄の共有の促進 
Ｘ 

各国の下から40％の人々の 
収入増大 
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IBRD 
International Bank 
for Reconstruction 
and Development 

IDA 
International 
Development  
Association 

MIGA 
Multilateral 
Investment 

Guarantee Agency  

 

 

 

 

Governments of poorest 

countries with per capita 

income of less than 

$1,205 or less 

 

- Interest Free Loans 

(Credits) and Grants 

- Technical Assistance 

- Policy Advice 

 

 

To promote cross-border 

investments 

 

Foreign investors/financial 

institutions  in member 

countries 

 

 

Political Risk Insurance for 

loans and equity 

 

Est. 1944 Est. 1960 

IFC 
International 
Finance 
Corporation 

 

To promote private sector 

development 

 

Private companies in 

member countries 

 

 

 

- Equity/Quasi-Equity 

- Long-term Loans 

- Advisory Services 

 

Est. 1956 Est. 1988 

Role: 

Clients: 

Products: 

 

 

 

 

Governments of middle-

income and creditworthy 

low-income countries 

 

 

- Loans 

- Technical Assistance 

- Policy Advice 

 

The International Centre for Settlement of Investment Disputes (ICSID)  provides 
international facilities for conciliation and arbitration of investment disputes. 

Est. 1966 

To Help governments to overcome poverty and 
to improve standards of living  

W O R L D  B A N K  

世界銀行グループ 
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• For goods, works, and services 
• Predefined specific project 
• Long-term focus (5 to 10 years) 
• Broad range of sectors 
• Procurement & implementation schedule defined 
• 68% of all Bank lending in FY13 

Investment 
Lending 

• Support countries’ policy and institutional reforms in a 
sector or the economy as a whole  

• Short-term focus (1 to 3 years) 
• Provide quick-disbursing financing 
• 29% of total Bank lending in FY13 

Development 
Policy Lending 
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Basic Lending Instruments 

• Facilitates leveraging by financing a small part of a large 
government program 

• Disbursements linked to results or performance indicators 
• Use of country institutions to enhance partnerships 
• Approved January 24, 2012 (FY11) 
• 2% of all Bank lending in FY13 

Program-for-
Results 



Top Major Sectors in FY11 by Contract Amount 

Transportation 
38% 

Energy & Mining          
25%  

Water, Sanitation, Flood 
17% 

Major Contracts Financed by the World Bank 
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IBRD TOP BORROWERS 



13 

IDA TOP BORROWERS 
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日本企業ー世銀プロジェクト受注金額 
（全セクター） 

 

 

FY Total Contract Amount (USD) 
2007 49,898,890 

2008 23,028,468 

2009 43,449,598 

2010 16,437,515 

2011 27,488,264 

2012 162,974,946 
2013 19,380,675 
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http://go.worldbank.org/S7LECAT9X0 

  

http://go.worldbank.org/S7LECAT9X0


プロジェクト・サイクル 
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プロジェクト・サイクル（詳細） 



世銀プロジェクトの調達ガイドライン 

I. はじめに 

II. 質およびコストに基づく選定
（QCBS) 

III. その他の選定方法 

IV. 契約のタイプと重要規定 

V. 個人コンサルタントの選定 

VI. 付記 

機材、工事、非コンサルティング・
サービス 調達ガイドライン 

I. はじめに 

II. 国際競争入札 

III. その他の調達方法 

IV. 付記 

 

コンサルタント選定 
ガイドライン 

http://siteresources.worldbank.org/JAPANINJAPANESEEXT/Resources/515497-1186044018150/061013_1311_Procurement_GLs_JP.pdf
http://siteresources.worldbank.org/JAPANINJAPANESEEXT/Resources/515497-1186044018150/061013_1311_Procurement_GLs_JP.pdf
http://siteresources.worldbank.org/JAPANINJAPANESEEXT/Resources/515497-1186044018150/061013_1311_Procurement_GLs_JP.pdf
http://siteresources.worldbank.org/JAPANINJAPANESEEXT/Resources/515497-1186044018150/061013_1311_Procurement_GLs_JP.pdf
http://siteresources.worldbank.org/JAPANINJAPANESEEXT/Resources/515497-1186044018150/061013_1312_Consultant_GLs_JP.pdf
http://siteresources.worldbank.org/JAPANINJAPANESEEXT/Resources/515497-1186044018150/061013_1312_Consultant_GLs_JP.pdf
http://siteresources.worldbank.org/JAPANINJAPANESEEXT/Resources/515497-1186044018150/061013_1312_Consultant_GLs_JP.pdf
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コンサルタント選定ガイドライン (1) 

目的  
1.1 本ガイドラインの目的は、国際復興開発銀行（IBRD）の貸出、
国際開発協会（IDA）の融資、プロジェクト準備金（PPA）、世銀グラ
ント、あるいは、世銀が管理し受益者が実施する信託基金2グラン
トから、全額もしくは一部が融資されたプロジェクトにおいて、必要
となるコンサルタントの選定上、業務請負上、監督上の世銀の方
針および諸手続きを定義することにある。 
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コンサルタント選定ガイドライン (2) 

 

1.2 融資契約は、借入者と世銀との法的関係を規定し、さらに、本ガ
イドラインは、融資契約に記述されたプロジェクトのためのコンサルタ
ントの選定と雇用に適用される。借入者とコンサルタントの権利およ
び義務は、借入者によって発行される提案要求書（RFP）の具体的内
容と借入者がコンサルタントと結んだ請負契約書に示されており、本
ガイドラインや融資契約の内容に基づくものではない。融資契約の当
事者以外の者には、同融資契約のもとで与えられた権利や、融資金
の支払いを請求する権利は一切与えられていない。 
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契約関係 
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コンサルタント選定ガイドライン (3) 

一般的考慮 

 

1.4 借入者は、プロジェクトの準備作業と実施の責任を負っているため、

コンサルタントの選定と、請負契約の締結、その後の契約の管理といっ
た責任を負う。世銀は、「経済性や効率性への配慮に十分な注意を払
い、政治的またはその他の経済以外の影響や配慮を考えることなく、融
資金が当該融資の付与された目的にのみ使用されるよう確保する」こと
が世銀協定（世銀協定第3条5(b)およびIDA 協定第5条1(g)）により求め
られている。 
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プロジェクト情報源 (借入国発注） （1） 

国別援助戦略（CAS）または国別パートナーシップ戦略（CPS） 
世銀が借入国と協議の上で作成。今後3-5年間の世銀支援の戦
略的優先項目とその内容を記載。 
 

(調達ガイドライン para. 1.2 : 一般的考慮） 
プロジェクトの実施、即ちプロジェクトに関して行われる落
札を決定し、契約を結び、管理する責任は、借入者にある。 
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http://www.worldbank.org/en/country/uzbekistan


CAS/CPS 事例 

26 

http://www.worldbank.org/en/country/uzbekistan
http://www.worldbank.org/en/country/uzbekistan


27 
注） カントリー・スナップショットは、ヨーロッパ・中央アジア地域総局、南アジア
地域総局の支援対象国のみ作成されている（毎年春・秋に更新） 

http://www.worldbank.org/en/country/uzbekistan
http://www.worldbank.org/en/region/eca/brief/country-program-snapshots
http://www.worldbank.org/en/region/sar/brief/country-program-snapshots
http://www.worldbank.org/en/region/sar/brief/country-program-snapshots
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プロジェクト情報文書（PID）はプロジェクトの主な  
目標、コンポーネント、資金調達、リスクを説明。 
 
PIDは世銀のプロジェクト・データベース（英語）から 
閲覧可能。  

プロジェクト情報源（2） 

http://www.worldbank.org/projects


PID 事例 
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http://documents.worldbank.org/curated/en/2008/11/10112941/uzbekistan-bukhara-samarkand-sewerage-project
http://documents.worldbank.org/curated/en/2008/11/10112941/uzbekistan-bukhara-samarkand-sewerage-project
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借入国発注の コンサルティング・サービスがほとんど。 
 
30万ドル以上の場合、国連開発ビジネス（UNDB）のウェ
ブサイト（英語）に関心表明要請を公示。 
  

一般に、プロジェクトの準備段階（パイプライン）では、 
機材や土木工事の請負企業にビジネス機会はない。 

準備段階でのビジネス機会 

http://www.devbusiness.com/
http://www.devbusiness.com/
http://www.devbusiness.com/
http://www.devbusiness.com/
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プロジェクト審査文書（PAD）は、世銀プロジェクト
を最も包括的に説明した文書。 
 
PADは、世銀理事会で承認された後に一般に公
開され、世銀のプロジェクト・データベースで閲覧
が可能となります。 
  

プロジェクト情報源（3） 

http://www.worldbank.org/projects
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http://www.worldbank.org/projects/P112719/uzbekistan-bukhara-samarkand-sewerage-project?lang=en


PAD事例 
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http://documents.worldbank.org/curated/en/2009/07/10809544/uzbekistan-bukhara-samarkand-sewerage-project
http://documents.worldbank.org/curated/en/2009/07/10809544/uzbekistan-bukhara-samarkand-sewerage-project


プロジェクト情報源（4） 融資合意書 
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http://documents.worldbank.org/curated/en/2009/11/11490731/project-agreement-bvk-credit-4633-uz-conformed


プロジェクト情報源（5）  

一般調達通知書（GPN）は、借入国が準備する。 

•GPNは審査段階や交渉段階で公開されることもある。 

•GPNには、そのプロジェクトで調達される機器、機材、工事、サ
ービスの種類がおおまかに記載されている。 

•関心表明は出したほうが良い 

 

GPNは、国連開発ビジネス（UNDB）と世銀ウェブサイトに掲載。  
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http://www.devbusiness.com/
http://www.devbusiness.com/
http://www.devbusiness.com/


一般調達通知書（GPN） 
広告  

 

2.5 借入者は、すべてのプロジェクトについて一般調達通知書（GPN）を作成して世銀
に提出しなければならない。世銀はこれを国連開発ビジネスオンライン（UNDBオンラ
イン）および世銀の外部向けウェブサイトに掲載する手配を行う28。コンサルタントの
関心表明（EOI）を集めるため、借入者は、予定のコンサルティング委託業務のリスト

を一般調達通知書に含め、各契約に関するコンサルティング企業への関心表明要
請（REOI）を官報（広く発行されている場合）、あるいは借入国で全国的に発行されて
いる1紙以上の国内全国紙または技術誌もしくは経済誌、あるいは国内外から無料

でアクセスできるインターネットのポータルにおいて、英語、フランス語、もしくはスペ
イン語で広告しなければいけない29。さらに、30万米ドル以上に達しそうな委託業務
については、UNDBオンラインに広告するものとする 

36 



プロジェクト情報源（6） 
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調達計画 
1.25 プロジェクトについて現実的な調達計画26を作成することは、プロジェクトの監
視と実施を正常に行うために非常に重要である。プロジェクトの準備の一環として、
借入者は、プロジェクトの全範囲についての暫定的な仮調達計画を作成するものと
する。借入者は、少なくとも、プロジェクト実施の最初の18カ月間に企業および個人
の選定が行われるすべての契約を含んだ詳細かつ包括的な調達計画を作成する。
遅くとも融資の交渉中には、世銀との合意に達するものとする。借入者は、プロジェ
クトの全期間にわたり、調達計画を少なくとも年1回更新し、すでに発注した契約およ
び来る12カ月間に調達予定の契約を含めるものとする。すべての調達計画ならびに
その更新および修正は、その実施に先立ち、世銀による事前の審査27を受け、「異
議なし」の回答を得なければならない。融資の交渉後、世銀は、「異議なし」と回答し
た合意済みの当初調達計画ならびにその後の更新版を世銀の外部向けウェブサイ
トに掲載するべく取り計らうものとする。  
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http://documents.worldbank.org/curated/en/2012/07/16609272/uzbekistan-bukhara-samarkand-sewerage-project-procurement-plan
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実施期間中の情報源 

 

1. 関心表明要請（REI） REIはコンサルタントに   
対しての関心表明の提出要請。 

 

2. 特定調達通知書（SPN）は機材、機器、     
土木工事についての入札の募集。 
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調達に関する情報源 
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世銀プロジェクトへの参加 

（１）コンサルタント ショート･リストに入る 

 

•地理的に広域に分布した6社で構成される。 

•１国から2社以下 

•途上国から1社を含めるー途上国の適格企業が特定
できない場合を除く 

•ショート･リスト企業の国籍とは、当該企業が登録さ
れた国、あるいは設立された国を指し、合弁企業の場
合はその主要企業の国を指す。 
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世銀プロジェクトへの参加 

コンサルタント選定：ＱＣＢＳ 
  

•総合得点は、まず質とコストの加重率を加味してから、両
者を加えることによって算出する。 

•「コスト」に対する加重は、委託業務の複雑さと、質に対す
る相対的重要性を考慮して選択されるものとする。 

•加重値は通常、100点を満点とした場合の20点。 

• ＴＳ＝８０xQuality＋２０xＣost 
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Consultants’ Strategy 

Country Assistance 
Strategy (CAS) 

Sector 
Strategies 

Project Appraisal 
Document (PAD) 

Project Information 
Document (PID) 

Obtain background  information 
on project: 

Understand roles of  
Borrower and Bank 

Target assignments based on 
regional experience and 
technical qualifications 

Target marketing at appropriate 
time 

1 

2 

3 

4 
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Making the Short List 

 

• Identify national partner firm, sub-consultants. 

• Monitor advertisements systematically. 

• Express interest promptly, selectively. 

• Expression of Interest (EOI):  

• Brief information on firm’s qualifications 

• Relevant technical and regional experience 

• Reference to previous similar assignments. 

Making the Short List 
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Preparing the Proposal 

• Conduct a pre-proposal visit (if indicated in RFP). 

• Fully address the Terms of Reference (TOR). 

• Emphasize innovative methodology. 

• Offer qualified consultants or key expert staff 
positions. 

• Assign a strong project manager. 

Preparation Steps (Part 1) 
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Preparing the Proposal 

• Cite directly relevant technical and regional experience 
and prior experience with similar assignments. 

• Involve national partner consulting firm or individual 
consultants. 

• Avoid deviation from standard RFP forms. 

• Pay attention to presentation by using charts, diagrams, 
color, etc. where possible. 

Preparation Steps (Part 2) 
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借入者と世銀とのコミュニケーション 

• 契約に関する質問は発注者に聞く 

 

• 守秘義務 (para. 2.35) 

プロポーザルの評価と落札企業の推薦に関する
情報は、通常落札者決定の公表が行われるまで
、プロポーザルを提出したコンサルタントや、選定
過程に正式に関与していない者に公表してはなら
ない。 

 
 



50 

プロジェクト情報源 (世銀発注） 
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